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四日市市障害者体育センター 広報紙
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日頃より当センターをご利用頂きありがとうございます。
現在、水曜日と第2・第3土曜日の

午後A(13：00～16：00)
午後B(16：00～18：00)

2つの時間帯がよく空いております。したがって、新規利用
される際は、上記の時間帯を予約して頂けると幸いです。
新規予約・利用の相談は、ぜひ裏面記載のお問い合わせ先
へお気軽にご連絡ください。

※障害者利用に関しましては、当館窓口にて障害者手帳、
または療育手帳の提示をお願いいたします。

利用時間に関するお知らせ
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四日市市障害者体育センターで
活動されている団体をご紹介します。

ボッチャサークルきらら

●当センター内での活動

毎月第１土曜日の13時45分から15時45分の間、メンバーとボランティアの
みなさんで練習しています。
準備体操から始まり、各自遠投ほか工夫した練習をした後、それぞれで試

合をしてボッチャの技術をみがいています。
お年寄りから小学生、障がいのある方もない方も、誰でも一緒に活動でき

るので、たくさんの仲間と楽しくおしゃべりしながら進めています。たった
１球で勝負が逆転する楽しさを皆さんにも体験していただきたいです。
なお、ボッチャサークルきららでは、１年に１回きららカップという団体

内での大会を毎年12月に開催しています。

・残念ながら、ボッチャが初めての正式種目に予定されていた「三重とこ
わか大会」が中止になってしまいました。

・選手は、全日本選手権につながる公式戦にも参加しています。まだまだ
これからですが、最終的に、パラリンピックに出た選手と試合をするこ
とを目指しています。また、東京パラリンピックでの代表選手の活躍
（金・銀・銅メダル）もあり、ボッチャの知名度が少しずつ上がり、
人気の到来を感じています。

・通常活動時のボランティアの募集をしています。一緒に活動してみたい
方、興味のある方は見に来てください。一緒に楽しみましょう！

●最近のトピック

2012年に理学療法士の先生から、肢体不自由
（運動機能障害）の子たち・人たちでもできる
スポーツとして、「ボッチャ」を紹介しても
らったことがきっかけで設立されました。
最初はきらら学園で活動していましたが、四

日市の中央にある障害者体育センターを利用さ
せてもらうことになりました。
そのため、メンバーが集まりやすく、活動が

定期的に行えるようになりました。

●団体・施設紹介

ボッチャの歴史

ボッチャは古代ギリシャの球投げを由来とし、６世紀のイタリアで現在

の原型が生まれました。２０世紀に入り、重度脳性麻痺者や同程度の四肢

重度機能障害者のために、ヨーロッパで考案されました。

1984年ニューヨークでのパラリンピック大会が世界初の国際大会です。

日本では1996年、国内で初めて競技規則集が翻訳され、国際ルールに

そった競技会が開催されました。この頃から各地でボッチャ競技が少しず

つ広まり始めました。

1997年11月、全国各地へのさらなる普及と、パラリンピック選手の育成

のために日本ボッチャ協会が設立され、全国各地で指導者講習会や強化合

宿などを実施すると同時に、1999年より大阪にて第１回日本ボッチャ選手

権大会を開催し、2022年1月には愛知県豊田市で第23回大会が行われまし

た。

現在、日本ボッチャ協会が日本選手権大会、全国ボッチャ選抜甲子園、

オープンチャンピオンシップ大会などを主催していますが、他に各地での

大会も盛んに実施されています。

出典：笹川スポーツ財団HP、日本ユニバーサルボッチャ連盟HP

ボッチャサークルきらら
連絡先：当センター（裏面記載）


